天神縁起

 菅原道真(845~903年)は、平安時代(794~1185年)の一流の朝廷の学者、歴史家、歌人、政治家です。彼は朝廷の右大臣従二位に昇進し、娘が宇多天皇の妃になるのを見届けましたが、天皇が息子の醍醐天皇に譲位すると決定的な後ろ盾を失ってしまいます。道真は、平安時代の影の権力者であった恐るべき藤原氏との対立後、幼い醍醐天皇に対して陰謀を企てたという濡れ衣を着せられ、官位を剥奪され大宰府に流されました。 

道真が人を恨まず、最後まで誠心を尽くされたことから、亡くなったあともその人柄を慕う人々で天神信仰が広まりました。

政権は、道真の位階や称号を復活させ、学問・文化・芸術の神である天神として祀ることで、これらの災害に対応しました。その後、太宰府天満宮などが建立されて道真を祀りました。 

天神信仰の進化の物語の一部は絵巻物で描かれています。天神の葬送車を引く牛が横になって動かないという象徴的な場面が描かれたものなどが展示されています。道真の信者たちは道真が望んだ兆候と解釈し、ここに道真の遺体を埋葬することにしました。

